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主な内容

河津桜の花まで
もう少し！

表紙写真：河津桜を見て楽しむ親子
うららかな天気となった３月12日、い
せさき市民のもり公園にある約130本の
河津桜が花を咲かせていました。会場に
は、河津桜の花の高さまで抱き上げられ、
花に触れようとする子どもたちのはしゃ
ぐ姿が見られました。



一般会計 歳入の内訳一般会計歳出の内訳

特別会計・公営企業会計市債残高の状況

令和４年度の予算が決まりました
一般会計予算は777億7,000万円� ～前年度比プラス4.3％～
　本年度の各会計予算が、第１回市議会定例会で可決されました。本年度の予算の配分
と主な事業について紹介します。詳しい資料は市ホームページに掲載しています。
　※金額は端数調整し「万円」単位で表記しています
問い合わせ　財政課（☎２７−２７１２）

会計区分 予算額
小型自動車競走事業費 ２4１億７,6２8万円

学校給食センター事業費 ２0億７,１38万円

国民健康保険 １8７億4,6１１万円

後期高齢者医療 ２6億5,083万円

介護保険 １７6億3,345万円

会計区分 予算額
水道事業 ７3億6,７40万円

公共下水道事業 53億７,２6７万円

農業集落排水事業 ７億809万円

特定地域生活排水処理事業 3,308万円

病院事業 １89億8,２68万円

予算額　977億4,197万円 ｛ 特別会計予算額　　　652億7,805万円
公営企業会計予算額　324億6,392万円内訳

【特別会計】保険料や使用料など特定の収入で賄います 【公営企業会計】市が企業として経営し支出は収益で賄います

※公営企業会計の予算額は、収益的支出および資本的支出の予
算額の合計です

会計区分 令和４年度末見込み 令和３年度末見込み 増減額
一般会計 6２5億800万円 648億93１万円 ▲２3億１3１万円
特別会計合計 ２７億２,１98万円 30億７７１万円 ▲２億8,5７3万円

学校給食センター事業費 ２７億２,１98万円 30億７７１万円 ▲２億8,5７3万円
公営企業会計合計 3７5億3,560万円 380億２,１9１万円 ▲４億8,63１万円

水道事業 １２２億２,95２万円 １２１億8,１0１万円 4,85１万円
公共下水道事業 １７9億6,90７万円 １７4億9,4１１万円 ４億７,496万円
農業集落排水事業 １8億6,69１万円 ２0億２,７5１万円 ▲１億6,060万円
特定地域生活排水処理事業 ２,７40万円 ２,60７万円 １33万円
病院事業 54億4,２７0万円 6２億9,3２１万円 ▲８億5,05１万円

合計 １,0２７億6,558万円 １,058億3,893万円 ▲30億７,335万円

　市債発行額は、平成２6年度を
ピークに減少傾向となっていま
したが、令和３年度は臨時財政
対策債の発行が大きく伸びた影
響で一時的に増加しました。令
和４年度は臨時財政対策債発行
額が大きく減少し、一般会計に
おいて約49億9,000万円の発行
を予定しています。
　各会計とも、計画的な市債の
発行により財政の健全化を図り、
将来の財政負担抑制に努めます。

●
●
●
●
●

❶市民が健康で生き生き暮らせるまちをつくる
❷市民と産業を支える力強いまちをつくる
❸市民が安心してやすらかに暮らせるまちをつくる
❹市民が自ら学び豊かな心を育むまちをつくる
❺市民と協働して自立したまちをつくる

５つの基本政策

『いせ咲く。』実現予算の編成に当たって
　本年度の当初予算は「『いせ咲く。』実現予算～アフタ
ーコロナの経済再生と新たな日常の創生を目指して！
～」として、一般会計に７７７億７,000万円を計上しまし
た。前年度と比較すると4.3％増となります。
　本年度も、新型コロナウイルス感染症対策を講じる
とともに、第２次伊勢崎市総合計画後期基本計画の次
の５つの基本政策に取り組みます。

市税　市民税や固定資産税など、皆さんが納
める税金

国庫支出金　市が特定の事業をするときに、
国が負担する補助金や負担金など

県支出金　市が特定の事業をするときに、県
が負担する補助金や負担金など

地方交付税　国税（所得税、法人税、消費税
など）の一部から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

地方消費税交付金　消費税として納められた
１0％のうちの２．２％の中から、一定の基準
で交付されるお金  

市債　国や銀行などからの借入金
諸収入　預金利子、貸付金の元利収入など
繰入金　特別会計や基金などからの収入金
使用料及び手数料　公共施設の使用料、戸籍

や住民票などを交付するときの手数料
地方譲与税　自動車重量譲与税、地方揮発油

譲与税、森林環境譲与税
分担金及び負担金　保育所の保育料など、受

益者が経費の一部を負担するお金
その他　繰越金、法人事業税交付金、地方特

例交付金など

用語の解説
民生費　児童、高齢者、体の不自由な人、生

活に困っている人を援助するための経費
教育費　学校教育、社会教育などに使われる

経費
公債費　道路、学校などを造るために借りた

お金を返済するための経費
衛生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し

尿を処理したりするための経費
土木費　道路、公園などを造ったり、区画整

理を行ったりするための経費
総務費　税金の徴収、戸籍事務、選挙事務な

ど、市役所の全般的な仕事に使われる経費
商工費　商業、工業、観光などを盛んにする

ための経費
消防費　消防、救急業務などに使われる経費
農林水産業費　農道や水路の整備など、農業

を盛んにするための経費
議会費　市議会議員の報酬や議会関係に使わ

れる経費
労働費　勤労者のために使われる経費
その他　災害復旧費・予備費

用語の解説

歳入
777億
7,000万円

市税
307億9,134万円
(39.6%)

国庫支出金
136億8,456万円
(17.6%)

県支出金
65億4,608万円
(8.4%)

地方交付税
63億円
(8.1%)

地方消費税交付金
51億4,000万円
(6.6%)

市債
49億9,380万円
(6.4%)

諸収入
38億3,231万円
(4.9%)

繰入金
26億6,707万円
(3.4%)

使用料及び手数料
９億3,721万円
(1.2%)

地方譲与税
７億6,196万円
(1.0%)

分担金及び負担金
４億4,871万円
(0.6%)
その他
16億6,696万円
(2.2%)

歳出
777億
7,000万円

民生費
330億5,092万円
(42.5%)

教育費
75億998万円
(9.6%)

公債費
74億9,553万円
(9.6%)

衛生費
70億4,603万円
(9.1%)

土木費
69億9,587万円
(9.0%)

総務費
63億7,224万円
(8.2%)

商工費
37億9,467万円
(4.9%)

消防費
36億4,576万円
(4.7%)

農林水産業費
10億1,257万円
(1.3%)

議会費
４億6,011万円
(0.6%)

労働費
２億3,612万円
(0.3%)
その他
１億5,020万円
(0.2%)

※「令和３年度末見込み」額は令和４年度当初予算編成時点の残高です
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令和４年度の予算が決まりました
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 ③市民が安心してやすらかに暮らせるまちをつくる

 ⑤市民と協働して自立したまちをつくる
協働・共生

▲再整備を予定している華蔵寺公園水生植物園

▲マイナポイント予約・申し込みの支援窓口

安心安全
★総合防災マップの改訂� 1,782万円
★消防団員が消防ポンプ自動車を運転するための免許取得費の
　一部を助成� 35万円
★境消防署の庁舎の建設� ６億7,167万円

行財政
★マイナポイント申し込みなどの支援� 2,468万円
★総合相談窓口の開設� 13万円
★議会活動におけるICT活用� 530万円
★ネーミングライツ事業の実施� ９万円
　オートレース事業から収益金の一部を一般会計へ繰り出し
　� ３億円

★S
エスディージーズ

DGs研修など職員研修の充実� 38万円
★外国人集住都市会議への参加� 32万円
　外国人総合相談窓口事業を実施� 693万円・

・

環境
★地球温暖化対策市民協議会の設置� ４万円
☆空き家の改修費用の一部を補助� 2,000万円
★華蔵寺公園共生『はな咲く。』プロジェクトの実施
　� １億3,062万円
　（仮称）あずま南小学校区近隣公園の整備� 7,424万円・

 ④市民が自ら学び豊かな心を育むまちをつくる　

▲電子黒板などを活用した授業を受ける小学生

教育
　外国籍児童生徒などへの教育支援� 4,895万円
☆第３子以降学校給食費助成要件の拡充� 6,214万円
　四ツ葉学園中等教育学校の運営� ５億5,430万円

・
・
生涯学習・スポーツ・文化
★文化芸術団体の発表会などの経費の一部を助成
　� 1,000万円
★新たな市史の編さんに着手� 1,319万円
　世界文化遺産の田島弥平旧宅とその周辺環境の整備・活用
　� 6,341万円
★小学校体育館照明のLED化� 5,200万円
　ICT教育の充実� 5,346万円
　スポーツ施設の整備� ２億5,274万円
・
・

・
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◀市ホームページで
予算の編成方針と概
要を紹介しています

令和４年度当初予算
主な事業の概要と予算額
　本年度の一般会計当初予算などの主な
事業の概要と予算額を、５つの基本政策
に沿って紹介します。

★＝新規の事業
☆＝拡充する事業

 ②市民と産業を支える力強いまちをつくる

産業・観光
★農業キッズプログラムの実施� 42万円
★小規模事業者への経営支援など� 4,520万円
★まちなかの魅力向上と創業支援� 100万円
★コロナ対策認定店支援チケットを発行� 11億3,201万円
　住宅リフォーム費用の一部を助成� 8,000万円
　企業誘致の推進� ６億7,743万円

都市基盤
　伊勢崎駅周辺の整備と賑

にぎ

わいの創出� ９億4,182万円
　コミュニティバス運行経費を補助など� １億9,000万円
　幹線道路などの整備� ９億2,207万円
　合併処理浄化槽への転換設置費用の一部を補助など
　� １億3,898万円
☆上下水道の整備� 41億1,067万円

・
・
・
・

・
・ ▲コロナ対策認定店の例

 ①市民が健康で生き生き暮らせるまちをつくる

▲新型コロナウイルスワクチン

★がん患者のウイッグなどの購入費の助成� 331万円
　新保健センター建設に向けた実施設計� 5,777万円
　新型コロナウイルスワクチンの接種� ６億1,433万円
　市民病院の血管造影装置の更新など� ５億3,252万円

・
・
・

健康・医療

福祉
　民間保育施設の整備に対する補助� ３億2,322万円
　第四保育所の耐震補強工事� 3,500万円
★保育士などの産休代替職員の設置に対する経費の一部を助成
　� 666万円
☆高齢者タクシー利用料金助成要件の拡充� 3,024万円
　障害者センターの運営� 7,795万円

・
・

・
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伊勢崎市議会議員選挙 投票日は４月24日（日）

　体が不自由な人などの投票を、投票所の係
員がサポートします。
●点字投票　各投票所に点字器を用意してい
ます。目が不自由で点字の読み書きができ
る人は、投票所の係員に申し出てください

●代理投票　投票所の係員が代筆します。体
が不自由などの理由で投票用紙に記載する
ことができない人は、投票所の係員に申し
出てください

　仕事や旅行などで投票日に投票ができない人は、期日前
投票が利用できます。新型コロナウイルス感染症の感染予
防のための利用も可能です。投票所入場券を持っていずれ
かの投票所で投票してください。会場により投票時間が異
なりますので、注意してください。点字投票や代理投票も
できますので、投票所の係員に申し出てください。

期日前投票の流れ

①投票所入場券の期日前投票宣誓書に、氏名、
住所などを記入して、投票日に投票できない事
由のうち該当するものに○印を付ける

●市役所東館１階市民ホール・赤堀支所・あずま支所・境
支所・豊受公民館
　＝午前８時30分〜午後８時
●伊勢崎駅前インフォメーションセンター
　＝午前９時〜午後８時
●市民サービスセンター宮子
　＝午前10時〜午後８時 ③投票用紙を受け取り、投票する

②投票所入場券を受付の係員に提出する
　※投票所入場券を忘れてしまったときは、運
転免許証など本人確認ができる物を係員に提
示してください

▲記入例を参考に必要事項を記入してください

積極的に期日前投票を利用しましょう

点字投票・代理投票ができます

４月18日（月）から23日（土）まで期間

会場・時間
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所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
３
月
25
日（
金
）

以
降
に
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人

は
、
前
の
住
所
地（
転
居
前
）の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
外
へ
転
出
し
た
人
】

　
投
票
日（
期
日
前
投
票
を
含
む
）

ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

滞
在
地
や
病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

【
滞
在
地
で
投
票
】

　
長
期
出
張
な

ど
で
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
場

合
で
も
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
を
通
じ
て
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
本
市
ま
た
は
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
病
院
や
施
設
で
投
票
】

　
都
道
府
県
に
指
定
さ
れ
た
病
院・

施
設
に
入
院（
入
所
）し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
施
設
の
職
員
な

ど
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
の
郵
便

に
よ
る
投
票
】

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

手
帳
な
ど
が
交
付
さ
れ
て
い
て
、

障
害
の
程
度
が
所
定
の
基
準
に
該

当
す
る
場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
に

は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
が
必
要

で
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

証
明
書
類
を
添
え
て
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
事
前
に
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
は
、
所
定
の
申
請
用

紙
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添
え

て
、
４
月
20
日（
水
）ま
で
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
が
届

い
た
ら
、
早
め
に
記
載
し
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

候
補
者
の
情
報
は
選
挙
公
報
で

確
認
し
ま
し
ょ
う

　
各
候
補
者
の
氏
名
や
経
歴
、
重

要
視
す
る
課
題
や
目
標
を
ま
と
め

た
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
を
、
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し

ま
す
。
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
東

京
・
産
経
・
上
毛
の
各
新
聞
の
朝

刊
に
、
４
月
20
日（
水
）ま
で
に
折

り
込
む
予
定
で
す
。
選
挙
公
報
は
、

市
役
所
・
各
支
所
、
各
公
民
館
、

郵
便
局
、
各
新
聞
販
売
所
な
ど
に

設
置
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
視
覚
障
害
が
あ
る
人
に
は
、
選

挙
公
報
の
音
訳
テ
ー
プ
を
配
布
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
状
況
・
開
票
結
果
の
速
報

　
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後

８
時
か
ら
絣
の
郷（
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館
）で
行
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
投
票
状
況
と
開
票
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
投
票
速
報
　
午
前
９
時
以
降
の

投
票
状
況
を
２
時
間
ご
と（
午
後

５
時
以
降
は
１
時
間
ご
と
）に
確

定
ま
で

●
開
票
速
報
　
午
後
９
時
以
降
の

開
票
状
況
を
30
分
ご
と
に
確
定
ま

で

投票所入場券 期日前投票宣誓書の記入例

伊勢崎　○男　様
ふくしプラザ

○○町○番○号

伊勢崎　○男 ××　××　××
○

●

○
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　平成16年４月25日以前に生まれた
日本国民で、令和４年１月16日以前
から本市の住民基本台帳に引き続き登
録され、選挙人名簿に登録されている
人。

　投票所入場券は世帯ごとにはがきで
郵送します。はがき１枚につき、４人
までの投票所入場券が付いています。
有権者が５人以上いる世帯には、複数
枚のはがきが届きます。はがきが届い
たら、必ず開いて内容を確認しましょ
う。
　投票所へ行くときは、はがきを開い
て、あらかじめ投票所入場券を個人ご
とに切り離して、必ず本人が持ってき
てください。

　運転免許証など本人確認ができる物
を用意して、投票所の係員に申し出て
ください。選挙人名簿に登録されてい
ることが確認できれば、そのまま投票
できます。

投票所が変更になります
【第37投票所】
対象　今泉町一丁目区に住んでいる人
新投票所　児童センター
※新投票所は投票所入場券に記載の
地図で確認してください
※今泉町一丁目会議所から変更

　はがきを開いて、氏名と
投票所を確認し、自分の投
票所入場券を切り離して投
票所へ。
　投票所の係員に渡してく
ださい。

　投票所入場券は４月
中旬に発送予定です。

令和４年４月17日（日）告示

伊勢崎市議会議員選挙

投票時間　午前７時～午後７時
問い合わせ　伊勢崎市選挙管理委員会

（☎24−5111・内線5510）

４月24日（日）
投票日は

投票できる人

投票所入場券

はがきが届かない人や投票所入場
券を紛失してしまった人は

投票は18歳から
　満18歳以上から投票ができます。未来を
担う若い世代の声を政治に届けるために、
投票に行きましょう。

▲第35代
ミスひまわり
佐
さ

々
さ

木
き

里
り

桜
お

さん

▲投票所入場券に記載の地図

開く

投票所入場券の例

第37投票所　児童センター

医師会
病 院

ＧＳ 粕
川
公
園

伊勢崎　○太　様
ふくしプラザ

伊勢崎　○男　様
ふくしプラザ

伊勢崎　○美　様
ふくしプラザ

伊勢崎　○子　様
ふくしプラザ

1　　　　 00-0000 1　　　　 00-0000

1　　　　 00-0000 1　　　　 00-0000

〒372ー0000
伊勢崎市○○町○番○号
　　伊勢崎　○男　様
　　伊勢崎　○子　様
　　伊勢崎　○太　様
　　伊勢崎　○美　様
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伊勢崎市議会議員選挙 投票日は４月24日（日）

　期日前投票所や当日の投票所では、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を実施します。
来場者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【投票所での対策】
●投票所では密集を防ぐ配置にします
●手指消毒用の消毒液を設置します
●記載台の間隔を広くします
●定期的に換気をします
●必要に応じて受付などに飛

ひ

沫
まつ

防止パーテーションを
設置します

●記載台などを定期的に消毒します
●係員はマスクを着用します。必要に応じてフェイス
シールドや手袋を着用します

新型コロナウイルス感染症対策をした投票の流れ

【新型コロナウイルス感染症で療養中の人の投票】
　新型コロナウイルスに感染して自宅などで療養中の
人は、特例で郵便投票ができます。該当すると思われ
る人は、市選挙管理委員会に問い合わせてください。
投票用紙の請求期限は、４月20日（水）です。

【投票所に来場する人へ協力のお願い】
●発熱など新型コロナウイルスの感染が疑われる人は、
申し出てください

●マスクを着用し、せきエチケットを守ってください
●入退場の際に手指を消毒してください
●他の来場者と一定の距離を保って並んでください
●接触感染防止のため、筆記用具（黒のボールペンま
たは鉛筆）を持ってきてください

●投票所に行く前や帰った後は手洗いや手指の消毒を
してください

【濃厚接触者の投票】
　濃厚接触者は、特例の郵便投票の対象ではあ
りません。期日前投票所や投票所で投票ができ
ます。投票の際は筆記用具を持ってくるなどの
感染症拡大防止に協力してください。

投票所の新型コロナウイルス感染症対策に
協力してください

新型コロナウイルス感染症で
療養中の人または濃厚接触者の投票

投票

※人員・物品などの配置は各投票所の状況に応じて異なります

間隔を空けて並んでください

受付・名簿対照

投票管理者

投票立会人

投票用紙交付

候補者の氏名を
記載

投票記載台
職員が定期的に
消毒を行います

消
毒
液

消
毒
液

入口

出口

入場券

広報いせさき　No.4159

　感染拡大防止のため、マスクの着用や小まめな手洗い、３密
の回避など、引き続き新しい生活様式を実践しましょう。市ホ
ームページでは新型コロナウイルス感染症関連の情報をまとめ
て掲載していますので、活用してください。
問い合わせ　健康づくり課（☎27−2746）

　緊急小口資金などの特例貸付を利用でき
ない世帯で、一定の要件を満たす生活困窮
世帯を対象とした「新型コロナウイルス感
染症生活困窮者自立支援金」の申請期限を
延長します。既に受給済みの世帯でも、要
件を満たす場合は、一度に限り再支給の申請ができま
す。詳しくは市ホームページを確認してください。
対象　次のいずれかに該当し、一定の要件を満たす特

例貸付を利用できない世帯

①総合支援資金の再貸付まで借り終わった世帯
②再貸付が不承認とされた世帯
③再貸付の相談をしたが申し込みに至らなかった世帯
④緊急小口資金と総合支援資金（初回）を借り終わった

世帯または６月までに借り終わる世帯
※④は、対象の貸し付けが借り終わるか、最後の入
金月になってから申請できます
申請期限　６月30日（木）
問い合わせ　社会福祉課（☎27−2749）

新型コロナウイルス感染症関連情報

▲市ホーム
ページ

▲やさしい にほんご
の し のホームページ

医療機関を受診する前にかかりつけ医に相談してください
　発熱やせきなどの症状があるときは、医療機関を受
診する前にかかりつけ医に電話で相談してください。
かかりつけ医がいない・電話する医療機関に迷う人の
連絡先
【県受診・相談コールセンター】
受付時間　24時間
電話番号　0570−082−820
ファクス番号　027−223−7950

日曜日・祝日は伊勢崎・玉村休日受診相談コールセン
ターでも相談できます

※ワクチン接種の問い合わせには対応していません
伊勢崎・玉村休日受診相談コールセンター
受付日　日曜・祝日
受付時間　午前９時～正午、午後１時～３時
電話番号　080−2230−8246

▲市ホーム
ページ

　自
じ

分
ぶん

と周
しゅう

囲
い

の人
ひと

の感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐため新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

を
実
じっ

践
せん

しましょう。

手
て

洗
あら

い・消
しょう

毒
どく

Wash your hands, Use hand sanitizer.

マスク着
ちゃく

用
よう

・せきエチケット
Wear a mask, Follow cough etiquette.

身
しん

体
たい

的
てき

距
きょ

離
り

の確
かく

保
ほ

Maintain physical distancing.

換
かん

気
き

Ensure ventilation.

３密
みつ

（密
みっ

集
しゅう

・密
みっ

接
せつ

・密
みっ

閉
ぺい

）の
回
かい

避
ひ

Avoid the “Three Cs” (Closed spaces, Crowded 
places, and Close-contact settings).

感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

の基
き

本
ほん

新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

の実
じっ

践
せん

を

密集
みっ しゅう

密接
みっ  せつ

密閉
みっ  ぺい

2メートル

飲酒を伴う懇親会など
●大声での会話を避ける
●回し飲み、箸などの共用を避ける

大人数や長時間に及ぶ飲食
●大人数での飲食を避ける
●長時間の飲食、はしご酒を避ける
●会話するときはマスクを着用する
●座の配置は斜め向かいにして正面や真横は避ける
●換気などのガイドラインを順守した店を利用する

マスクなしでの会話
●外出時や職場などでは常にマスクを着用する

居場所の切り替わり
●休憩室、喫煙所、更衣室ではマスクを着用し、換

気・３密(密集・密接・密閉)の回避を徹底する

狭い空間での共同生活
●寮室やトイレなど共用部の消毒を行う

感染リスクが高まる５つの場面
に注意しましょう

申請期限の延長と再支給を行います
新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/siminbu/kokusai/kokusai/10149.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kikakubu/koho/10052.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/hukusiko/shakai/seikatuhukusi/11994.html


人間ドックの補助金申請を受け付けます

申請手段 申請方法 申請期間

インター
ネット

本年度からインターネット申請
ができるようになりました。保
険証を用意して、市ホームペー
ジから申請してください。

●検診日が６月から10月までの人
　＝４月13日（水）から
　検診月の前々月末まで（必着）

●検診日が11月から令和５年３月までの人
　＝�４月13日（水）から９月30日（金）まで
　（必着）

郵送

申請書に必要事項を記入の上、国民健康保険課または年金
医療課に郵送してください。郵送用の申請書類は市ホーム
ページからダウンロードするか、問い合わせてください。
宛先
●国民健康保険加入者
　〒３７２－８５０１　（住所不要）　市役所国民健康保険課
●後期高齢者医療制度加入者
　〒３７２－８５０１　（住所不要）　市役所年金医療課

窓口

期間・会場　　※いずれも土・日・祝日は除きます
【市役所】
●４月１３日（水）＝北館４階会議室
●４月１4日（木）から９月３０日（金）まで＝国民健康保険課・
年金医療課

【各支所】
●４月１３日（水）＝赤堀支所、あずま支所、境支所会議用
庁舎

●４月１4日（木）から９月３０日（金）まで＝市民サービス課
時間　午前８時３０分～午後５時１５分　
　※各支所は正午から午後１時を除きます
用意する物　
●保険証　●黒のボールペン　
●特定健康診査受診券（4０歳から７4歳までの国保加入者）
●後期高齢者健康診査受診券（後期高齢者医療制度加入者）
※特定健康診査受診券・後期高齢者健康診査受診券は４
月中に発送します。申請時に届いていない場合は持って
くる必要はありません

窓口の混雑緩和のため、
検診を受ける月によって申請期間が分かれ
ていますので、注意してください。

●検診日が６月の人
　＝４月13日（水）から28日（木）まで

●検診日が７月の人
　＝５月２日（月）から31日（火）まで

●検診日が８月から10月までの人
＝６月１日（水）から検診月の前々月末
まで

●検診日が11月から令和５年３月までの人
　＝６月１日（水）から９月30日（金）まで

国民健康保険（40歳以上）・後期高齢者医療制度加入者の
人間ドックの補助金申請を受け付けます

◀市ホーム
ページはこ
ちら

指定医療機関

対象
補助金申請日および検診当日に、本市の国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入し、被保
険者証が発行されていて、令和５年３月３１日時点で次の年齢に該当する人
　※後期高齢者医療制度加入者の場合、保険料を完納している人
●人間ドック＝4０歳以上
●脳ドック＝4０歳・4５歳・５０歳・５５歳・6０歳・6５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・9０歳
※国民健康保険加入者で７５歳になる人と、後期高齢者医療制度加入者は「１泊２日人間ドック」と「脳ドック」
のみの申し込みはできません

申請の流れ １ 検診日を予約
（医療機関で）

保険証を用意して、指定医療機関に「伊勢崎市の国民健康保険（後期高
齢者医療制度）の人間ドック（脳ドック）」と伝えて、下記の期間内の日
程で予約をしてください。指定医療機関は左ページ表のとおりです。
検診の実施期間　令和４年６月から令和５年３月まで

２ 補助金の申請
（市役所・各支所で）

申請期間内に、補助金の申請をしてください。申請の方法と期間は、
下表のとおりです。申請後、「補助金交付決定通知書」が郵送されます。
内容に間違いないか確認し、検診当日に持っていってください。

種類名称
１日 

人間ドック
１泊２日 

人間ドック
１日人間ドック

と 脳ドック 脳ドック 電話番号

①石井病院（波志江町） ○ － ○ ○ ☎２１－３１１１
②伊勢崎佐波医師会病院成人病検診センター（下植木町） ○ ○ ○ ○ ☎２７－4８9８
③市民病院検診センター（連取本町） ○ － ○ ○ （※）
④群馬県健康づくり財団（前橋市） ○ － － － ☎０２７－２69－７８１３
⑤鶴谷病院健診センター（境百々） ○ ○ － － ☎７4－１８００
⑥伊勢崎健診プラザ（中町） ○ － － － ☎２6－７７００
⑦笛木外科胃腸科（西久保町二丁目） ○ － － － ☎6２－５6７８
⑧角田病院健診センター（玉村町） ○ － ○ － ☎５０－３３１５
※市民病院検診センターの窓口（平日・午前９時～午後５時）で予約してください。詳しくは同センター（☎２５－５０２２）
に問い合わせてください

混雑緩和に協力してください
　インターネットまたは郵送での申請により、
来庁しなくても申請ができます。来庁する場
合は、受付開始日とその翌日、月曜日・月末
や月初は大変混雑しますので、その日時を避
けるなどして混雑緩和に協力してください。

感染症対策を実施します
　受付開始初日は特設会場を設置しますが、
申請を受け付ける席の間隔を広く確保して少
ない職員数で申請を受け付けるので、待ち合
い席が減ったり待ち時間が例年より長くなっ
たりする場合があります。体調の優れない人
や体温が３７.５℃以上の人は入場を断る場合が
あります。会場内でのマスクの着用や手指の
消毒・最少人数での来場に協力してください。

人間ドック（脳ドック）検診日に、国民健康保険
または後期高齢者医療制度の加入資格がない場
合や、検診後に検診日以前にさかのぼって資格
を喪失した場合、検診費用は全額自己負担とな
ります。

注意１

人間ドックを受ける人は、特定健康診査や後期
高齢者健康診査は受診できません。重複して受
診した場合、検診費用は全額自己負担となりま
す。

注意２

人間ドックを受けない人・脳ドックしか受けない人は、
特定健康診査や後期高齢者健康診査と各種がん検診を受
けてください。検査項目はほぼ同じです。同じ日に全て
の検査を受けることはできませんが、自己負担額が少な
く済むなどのメリットがあります。

人間ドックを受けない人は 
特定健診・がん検診を受けましょう！

補助金の
交付は、
１年度に
１回まで

種類 検診費用 
※医療機関によって異なります

市の補助金額
国民健康保険 後期高齢者医療制度

１日 
人間ドック

男性・女性ともに
３万2,450円～

男性１万5,000円
女性１万7,000円

男性２万1,000円
女性２万3,000円

１泊２日 
人間ドック

男性・女性ともに�
６万2,856円～

男性・女性ともに�
１万7,000円 申し込みできません

１日人間ドック 
と 脳ドック

男性５万9,950円～
女性６万500円～

男性２万8,000円
女性３万0,000円

男性２万8,000円
女性３万0,000円

脳ドック 男性・女性ともに�
２万7,500円～

男性・女性ともに�
１万3,000円 申し込みできません

検診費用・市の補助金額

検診費用・ 
市の補助金額 自己負担額 ＝ 検診費用（＋オプション分の料金） － 市の補助金額

検診費用から市の補助金額を差し引いた額を、検診当日、医療機関で支払ってください。

検診予定日、人間ドックの種類、医療機関が分かるようにしておいてくださいお願い

検査項目やオプションについては各医療機関に問い合わせてください。 　4０歳以上の市の国民健康保険（国保）加入者と、後期高齢者医療制度加入者を対象に、人間
ドック・脳ドックの検診費用の一部を補助します。人間ドック・脳ドックを希望する人は、
事前に各自で指定医療機関を選択し予約をしてから、補助金申請をしてください。
問い合わせ　国民健康保険加入者＝国民健康保険課（☎２７－２７３７）　
　　　　　　後期高齢者医療制度加入者＝年金医療課（☎２７－２７３9）
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指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
３
月
11
日
、
教
育
長
か
ら
指
定

書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
王
町
屋
台
囃
子
保
存
会
前
会

長
の
星
野
哲
さ
ん
は
、「
昭
和
の

中
頃
に
屋
台
囃
子
の
活
動
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、『
ど
う
し
て
も

屋
台
囃
子
を
残
し
た
い
』と
い
う

先
輩
方
の
思
い
が
、
今
の
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
こ
れ
ま

で
の
伝
承
活
動
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
指
定
書
交
付
を
受
け
て
、

会
長
の
河
村
実
男
さ
ん
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
２
年
間
思
う
よ
う
に
練

習
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
先
輩
た

ち
が
築
い
て
き
た
屋
台
囃
子
の
技

術
な
ど
を
残
し
て
い
く
た
め
、
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

▶
市
指
定
交
付
式
で
指
定
書
を
受
け
取
っ

た
河
村
さ
ん（
中
央
）と
星
野
さ
ん（
左
）

▶
指
定
を
受
け
た
山
王
町
屋
台
囃
子
の
演

奏
の
様
子

　「
山
王
町
屋
台
囃
子
」が
２
月
25
日
、
新
た
に
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

　
が
ん
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
の
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
ウ
イ

ッ
グ
ま
た
は
乳
房
補
整
具
の
購
入
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
助
成
は
購

入
日
か
ら
１
年
以
内
の
物
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）
６
６
７
５
）

指
定
の
理
由

　
山
王
町
の
屋
台
囃
子
は
、
明
治

初
期
に
、
伊
勢
崎
市
域
を
は
じ
め

群
馬
県
や
埼
玉
県
北
部
地
域
に
広

く
分
布
す
る「
参さ

ん

手て

鼓こ

」と
呼
ば
れ

る
演
目
を
、
隣
接
し
て
い
た
豊
受

村
立
川
地
区
か
ら
伝
承
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
茂
呂
地
区
や
境
地

区
な
ど
に
も
屋
台
囃
子
を
伝
承
。

現
在
も
、
山
王
町
の
子
ど
も
会
育

対
象
　
申
請
日
時
点
で
次
の
全
て

に
該
当
す
る
人

●
本
市
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る

●
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
や
手
術

な
ど
に
よ
り
、
外
見
の
変
化
に
対

す
る
補
整
具
が
必
要
で
あ
る

●
本
市
の
市
税
の
滞
納
が
な
い

●
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
様

の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

助
成
金
額

●
ウ
イ
ッ
グ
＝
上
限
３
万
円

●
乳
房
補
整
具
＝
上
限
１
万
円

※
助
成
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
１
人

１
回
限
り
で
す

必
要
書
類

①
申
請
書

②
診
断
書
や
診
療
明
細
書
な
ど
、

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
書
類
の
写
し

③
領
収
書（
原
本
）

※
補
整
具
を
購
入
し
た
日
付
や
種

類
と
金
額
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る

物

「
山
王
町
屋
台
囃ば

や

子し

」が
新
た
に
市
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
ん
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
の

ウ
イ
ッ
グ
・
乳
房
補
整
具
の
購
入
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す

成
会
や
屋
台
囃
子
の
教
室
で
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
る
な
ど
、

幅
広
い
年
齢
層
に
よ
る
伝
承
活
動

が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
王
町
の
日
枝
神
社
の

春
祭
り
と
本
妙
寺
の
鬼
子
母
神
祭

り
、
い
せ
さ
き
ま
つ
り
、
太
田
市

の
世
良
田
祇
園
祭
に
出
演
し
て
お

り
、
山
王
町
屋
台
囃
子
は
、
伊
勢

崎
市
や
そ
の
周
辺
地
域
の
代
表
的

な
屋
台
囃
子
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
王
町
屋
台
囃
子
と
は

　
山
王
町
の
屋
台
囃
子
は
、
附つ

け

太

鼓
３
人
、
大
胴
１
人
、
す
り
が
ね

２
～
３
人
、
笛
１
～
２
人
の
楽
器

で
構
成
し
、
参
手
鼓
と
呼
ば
れ
る

演
目
を
基
本
と
す
る
祭
り
囃
子
で

す
。
現
在
は
、
参
手
鼓
の
他
、
埼

玉
県
方
面
か
ら
伝
承
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
武
州
囃
子
と
神
田
丸
や
、

江
戸
か
ら
伝
承
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
昇
殿
、
大
間
な
ど
の
演
目
を
上

演
し
て
い
ま
す
。

④
本
人
が
本
市
の
市
税
に
滞
納
が

な
い
こ
と
が
分
か
る
証
明
書（
完

納
証
明
書
）

⑤
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

物※
顔
写
真
の
な
い
物
は
２
点
必
要

⑥
預
金
通
帳
な
ど
口
座
が
分
か
る

物⑦
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
物
）

⑧
請
求
書

⑨
委
任
状（
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
）

※
①
⑧
⑨
は

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
、
直
接

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
か
、

郵
送
で
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

宛
先
　
〒
３
７
２

−

０
８
１
２
　

連
取
町
１
１
５
５
　
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

▲市ホームぺ
ージはこちら

　
市
内
の
27
人
の
花
愛
好
家
が
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
自
宅
の
庭

を
公
開
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
プ
レ
ー
ト
と
の
ぼ
り
旗
が
目
印

で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課（
☎
（27）
５
５
９
６
）

令和３年度の
オープンガーデン
フォトギャラリー
PHOTO Gallery

期
日

●
４
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

●
５
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

●
６
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
公
開
日
や
時
間
は
庭
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
散
策
マ
ッ
プ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
マ
ッ
プ
は
市
民
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）、

各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま
、

伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

見
学
し
ま
し
ょ
う

●
ク
ロ
ー
ズ
の
プ
レ
ー
ト
が
表
示

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
見
学
を
遠

慮
し
て
く
だ
さ
い

●
庭
木
や
花
に
勝
手
に
触
れ
な
い

で
く
だ
さ
い

●
ご
み
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

▲ピンクののぼり旗と
緑のプレートが目印

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン 

私
た
ち
の
庭
を
公
開
し
ま
す

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も

の●
所
属
人
数
の
半
数
以
上
が
市
内

に
在
住
で
、
主
な
活
動
拠
点
が
市

内
の
団
体

●
本
年
４
月
１
日（
金
）か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
実
施

す
る
事
業

●
文
化
芸
術
活
動
の
発
表
・
展
示

等
の
事
業

●
事
業
費
が
５
万
円
以
上
の
事
業

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
群
馬
県
お
よ
び
本

市
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

を
順
守
し
た
事
業

●
不
特
定
多
数
の
集
客
を
見
込
め

る
事
業

●
市
内
の
施
設
な
ど
で
、
広
く
市

民
の
観
覧
が
可
能
な
発
表
・
展
示

な
ど
を
行
う
事
業

助
成
金
額
　
発
表
会
や
展
示
会
な

ど
に
係
る
経
費（
会
場
費
や
印
刷

代
な
ど
）の
２
分
の
１

※
上
限
は
20
万
円
で
す

文
化
芸
術
団
体
の
発
表
な
ど
の

活
動
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

※
助
成
は
１
団
体
に
つ
き
１
回
ま

で
で
す

※
団
体
の
運
営
費（
人
件
費
や
備

蓄
品
の
購
入
費
な
ど
）や
負
担
金

は
助
成
の
対
象
外
で
す

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
事
業
開
催
日
の
14
日
前
ま
で

に
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
文
化
観
光
課
へ

※
申
請
書
は
文
化
観
光
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）、
各
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
事
業
開
催
日
の
14
日
前
ま
で
に

申
請
で
き
な

い
場
合
は
問

い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

宛
先
　
〒
３
７
２

−

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
文
化
観
光

課
、

（21）
３
３
５
２
、

kanko
u@
city.isesaki.lg.jp

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
活
動
を
自
粛
し
て
い
た
文
化
芸
術

団
体
の
活
動
再
開
や
継
続
の
た
め
の
支
援
と
し
て
、
市
内
の
文
化
施
設
な

ど
で
開
催
す
る
発
表
会
な
ど
に
係
る
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
募
集
要

項
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

▲市ホームぺ
ージ

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/kenkoukanri/otona/12617.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/keizai/bunka/bunkasinkou/12772.html
mailto:kankou@city.isesaki.lg.jp
mailto:kankou@city.isesaki.lg.jp
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【
児
童
手
当
】

対
象
　
中
学
３
年
生（
15
歳
に
な

っ
て
最
初
の
３
月
）ま
で
の
児
童

の
保
護
者

支
給
月
額

●
３
歳
未
満
の
児
童
＝
１
万
５
０

０
０
円

●
３
歳
以
上
の
児
童
＝
第
１
子
・

第
２
子
は
１
万
円
、
第
３
子
以
降

は
１
万
５
０
０
０
円

●
中
学
生
＝
１
万
円

※
所
得
制
限
を
超
え
る
場
合
は
一

律
５
０
０
０
円

※
６
月
１
日
施
行
の
児
童
手
当
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
所

得
上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
10

月
支
給
分（
６
～
９
月
分
）か
ら
、

一
定
の
所
得
上
限
額
を
超
え
る
場

合
は
、
特
例
給
付（
一
律
５
０
０

０
円
の
給
付
）が
支
給
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い

【
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
児
童
の

　
市
内
に
お
け
る
創
業
を
促
進
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
内
で
創
業
す
る
人
に
、
創
業
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

申
請
で
き
る
人
　
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
人

●
本
年
度
に
市
内
で
創
業
す
る
人

●
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
市
特
定
創
業
支
援
事
業
の
支
援

を
受
け
た
人

●
個
人
が
創
業
す
る
場
合
は
、
創

業
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、

新
た
に
会
社
を
設
立
し
て
事
業
を

開
始
す
る
場
合
は
、
主
た
る
事
業

所
を
市
内
に
設
置
す
る
人

●
必
要
な
資
格
や
許
認
可
を
既
に

取
得
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

●
申
請
時
に
事
業
を
営
ん
で
お
ら

ず
、
他
の
法
人
の
代
表
や
役
員
で

も
な
い
人

●
３
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
行

う
意
欲
が
あ
り
、
原
則
週
30
時
間

以
上
営
業
を
行
う
人

●
事
業
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
商

工
会
議
所
・
商
工
会
な
ど
へ
情
報

提
供
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
人

●
伊
勢
崎
市
暴
力
団
排
除
条
例
第

２
条
第
３
号
と
第
４
号
の
規
定
に

該
当
し
な
い
人

●
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

子
育
て
世
帯
に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

創
業
促
進
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
を
交
付

養
育
者

※
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
て
最

初
の
３
月
ま
で

支
給
月
額
　
所
得
に
応
じ
て
１
万

１
６
０
円
～
４
万
３
０
７
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
　
心
身
に
障
害
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
の
保
護
者

支
給
月
額
　
１
級
＝
５
万
２
４
０

０
円
、
２
級
＝
３
万
４
９
０
０
円

※
児
童
の
障
害
の
状
態
に
よ
っ
て

等
級
が
異
な
り
ま
す

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
手
当
】

対
象
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護

者
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
児
童
の

養
育
者

※
対
象
児
童
は
小
・
中
学
生

支
給
月
額
　
児
童
１
人
当
た
り
２

０
０
０
円

【
交
通
遺
児
等
福
祉
手
当
】

対
象
　
中
学
生
以
下
の
交
通
遺
児

ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
の
保
護
者

支
給
月
額
　
児
童
１
人
当
た
り
２

０
０
０
円

対
象
経
費
　
事
業
所
改
装
費
、
備

品
購
入
費
、
販
売
促
進
経
費

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
経
費

は
対
象
外
で
す
。
経
費
の
最
低
金

額
や
、
市
内
の
事
業
者
へ
発
注
す

る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

※
上
限
額
は
１
０
０
万
円
で
、
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
で
す

※
市
が
定
め
る
中
心
市
街
地
区
域

に
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
は
、

上
限
額
１
５
０
万
円
で
す

申
し
込
み
　
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
直
接
商
工
労
働
課
へ

※
交
付
決
定
額
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す

※
申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
４
）

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
の
例

●
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
に
該
当
す
る
事
業

●
他
の
人
が
行
っ
て
い
た
事
業
を

承
継
し
て
営
む
事
業

●
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
な
ど
に

基
づ
く
事
業
　
な
ど

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
所
得
上
限
額
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
受
給
の
た
め
の
申
請
方
法
や
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

　
台
風
や
豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
に
備
え
、
通
信
障
害
発
生

時
の
迅
速
な
通
信
手
段
の
確
保
へ

向
け
た
相
互
の
連
携
強
化
を
目
的

と
し
て
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
群
馬
支
店
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
市
と
事
業
者
で
相
互
に
協
力
し

て
、
相
互
連
絡
体
制
の
確
立
、
通

信
復
旧
の
支
障
と
な
る
障
害
物
な

ど
の
除
去
、
所
有
す
る
施
設
や
用

地
な
ど
の
相
互
利
用
な
ど
を
行
い
、

災
害
に
対
し
て
安
心
安
全
な
体
制

の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

災
害
時
に
お
け
る
相

互
協
力
に
関
す
る
基

本
協
定
を
締
結

実施施設一覧

施設名 住所 電話番号

境いよく保育所 境伊与久519 76−1636

白ばら保育園 戸谷塚町98−1 32−1400

ゆたか保育園 馬見塚町1196−
1 32−3691

リトルガーデン
しいのみ 山王町625−1 40−3373

三郷こども園 波志江町2381−
7 23−6122

太陽保育園 堀口町643−1 32−3370

青空保育園 東小保方町3813
−1 40−9333

すみれこども園 境上武士983−3 74−5700

【
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助

成
】

対
象
　
運
転
免
許
証
を
所
有
し
て

お
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

●
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
１
人
暮

ら
し
の
人

●
70
歳
以
上
の
人

※
令
和
３
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
の
助
成
】

対
象
　
65
歳
以
上
の
人

※
令
和
３
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
マ
イ
サ
ポ
事
業 

日
常
生
活
用
具

の
給
付
】

対
象
　
65
歳
以
上
の
人

給
付
品
目
　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
入

浴
補
助
用
具
・
電
磁
調
理
器

※
品
目
に
よ
り
対
象
が
異
な
り
ま

す【給
食
サ
ー
ビ
ス
】

対
象
　
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

で
、
見
守
り
を
必
要
と
す
る
人

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
　
１
食
３
０
０
円（
週
２

回
ま
で
）

※
令
和
４
年
度
よ
り
配
食
業
者
を

選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

【
布
団
の
乾
燥
・
丸
洗
い
】

対
象
　
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

で
、
布
団
の
手
入
れ
が
困
難
な
人

【
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
】

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
人

●
急
変
の
恐
れ
が
あ
る
慢
性
疾
患

や
障
害
な
ど
が
あ
る
人

●
特
殊
詐
欺
対
策
自
動
通
話
録
音

装
置
を
利
用
し
て
い
な
い
人

【
特
殊
詐
欺
対
策
自
動
通
話
録
音

装
置
の
貸
与
】

対
象
　
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

で
、
緊
急
通
報
装
置
を
利
用
し
て

い
な
い
人

【
特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等
購
入

費
の
補
助
】

対
象
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯

【
紙
お
む
つ
の
支
給
】

対
象
　
65
歳
以
上
で
要
介
護
４
・

５
の
人
ま
た
は
65
歳
以
上
で
要
介

護
３
で
あ
り
重
度
の
認
知
症
の
人

【
住
宅
改
造
費
の
補
助
】

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
住
む
住

宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

【
介
護
用
車
両
購
入
費
の
補
助
】

　
車
い
す
仕
様
車
の
購
入
・
改
造

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

※
必
ず
購
入
・
改
造
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

【
訪
問
理
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
】

対
象
　
65
歳
以
上
で
原
則
要
介
護

３
以
上
の
人

※
令
和
３
年
度
に
申
請
し
た
人
は

電
話
で
も
申
請
で
き
ま
す

【
ぐ
～
ち
ょ
き
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
】

　
県
内
の「
シ
ニ
ア
」協
賛
店
で
提

示
す
る
と
割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
人

配
布
場
所
　
高
齢
政
策
課
、
各
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま

実
施
施
設
　
左
表
の
と
お
り

利
用
で
き
る
日
　
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で

※
祝
日
、
年
末
年
始
、
実
施
施
設

の
行
事
な
ど
の
日
は
除
き
ま
す

利
用
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
の
間
で
８
時
間
以
内

対
象
　
市
内
に
在
住
で
、
保
育
所

（
園
）、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
通
う
生
後
10
カ
月
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も

定
員
　
１
施
設
に
つ
き
１
日
当
た

り
２
人

病
後
児
保
育
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

利
用
料
　
無
料

※
食
事
代
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み
　
こ
ど
も
保
育
課
ま
た

は
利
用
を
希
望
す
る
施
設
で
事
前

に
利
用
者
登
録
し
、
利
用
を
希
望

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
施
設
に
電

話
連
絡
の
上
、
申
請
書
に
医
師
が

発
行
し
た
診
療
情
報
提
供
書
を
添

え
て
各
施
設
へ

※
申
請
書
は
こ
ど
も
保
育
課
、
実

施
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
政
策
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

　
子
ど
も
が
病
気
の
発
症
か
ら
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
を
受
け
る
こ

と
が
難
し
く
、
保
護
者
が
仕
事
の
都
合
な
ど
で
家
庭
で
の
育
児
が
で
き
な

い
場
合
に
、
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
保
育
課（
☎
（27）
２
７
５
１
）



国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘

れ
ず
に

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
必
ず
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
公
的
年

金
制
度
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
人
と
扶
養
配
偶
者
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
民
年
金
に
加
入
す
る
】

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
市
役
所

ま
た
は
各
支
所
で
国
民
年
金
に
加

入
す
る
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
会
社
な
ど
を
退
職
し
た

●
会
社
員
な
ど
の
扶
養
配
偶
者
か

ら
外
れ
た

●
配
偶
者
が
退
職
し
た（
そ
の
配

偶
者
の
扶
養
だ
っ
た
場
合
）

用
意
す
る
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き
る

物
・
年
金
手
帳
・
社
会
保
険
離
脱

証
明
書（
退
職
し
た
会
社
で
発
行
）

な
ど

※
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は

委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す

【
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
】

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

事
業
主
に
行
動
計
画
の
策
定
と
届

出
、
情
報
公
表
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
の
確
保・

定
着
や
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７

−

８
９
６

−

４
７
３
９
）

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

資
源
循
環
課（
☎

（27）
２
７
３
２
）

　
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く
み

取
り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に

転
換
す
る
場
合
や
、
個
人
宅
を
新

築
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
交
付
区
分
は
次
の
①
か
ら
④
、

金
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
対

象
の
工
事
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
資
源
循
環
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

①
転
換
設
置
＝
く
み
取
り
槽
や
単

独
処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
撤
去
ま

た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
を
雨
水
貯

留
槽
に
再
利
用
し
、
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
す
る
場
合（
建
築
確

認
を
伴
わ
な
い
工
事
）

②
準
転
換
設
置
＝
①
の
う
ち
、
く

み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
を

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
撤

去
で
き
ず
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合

※
①
②
に
は
宅
内
配
管
工
事
補
助

金
が
含
ま
れ
ま
す

③
建
替
等
設
置
＝
く
み
取
り
槽
や

単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
す
る
住

宅
の
建
て
替
え
な
ど
に
伴
い
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

④
新
規
設
置
＝
住
宅
新
築
時
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

※
本
年
度
で
終
了
の
予
定
で
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
請
期
限
　
令
和
５
年
１
月
31
日

（
火
）

※
浄
化
槽
の
工
事
は
補
助
金
交
付

決
定
通
知
後
に
始
め
て
く
だ
さ
い

が
会
社
な
ど
に
就
職
し
た
り
、
会

社
員
な
ど
の
扶
養
配
偶
者
に
な
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
事
業
主
が
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
事
業
主
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い

＊
　
　
　
＊

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
が
転

入
・
転
居
・
転
出
な
ど
の
住
所
変

更
や
婚
姻
・
離
婚
な
ど
に
よ
る
氏

名
変
更
を
し
た
場
合
の
年
金
に
関

す
る
届
け
出
は
原
則
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課
・
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
た
は
前

橋
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７

−

２

３
１

−

１
７
０
６
）

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日
　
４
月
22
日（
金
）

時
間
　
午
前
10
時
開
始

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
９
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ改
正
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
に
よ

り
、
４
月
１
日
か
ら
、
常
時
雇
用

す
る
労
働
者
数
１
０
１
人
以
上
の

お
知
ら
せ

令和４年度 浄化槽設置補助金の交付額

設置する
浄化槽の

規模

区分
①転換設置

＋宅内配管工事
②準転換設置
＋宅内配管工事 ③建替等設置 ④新規設置

（群馬県の浄化槽エコ補助金10万円を含みます）
５人槽 65万円 45万円 25万円 ７万5,000円
７人槽 68万円 48万円 28万円 ９万円
10人槽 71万円 51万円 31万円 10万5,000円
※公共下水道などが利用できる区域は補助の対象外です
※群馬県の浄化槽エコ補助金10万円の加算は令和５年度で終了の予定です

広報いせさき　No.41517 2022年（令和4年）4月1日号 12

●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

……………
…………………
………………

……………………
開庁時間　 午前８時30分～午後５時15分

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

2022年３月１日現在
●人口 212,344人 （前月比−68）　●世帯数 92,852戸（前月比＋50）

災害・防災情報や地域の防犯情報をメールで配信して
います。携帯電話で次のアドレスに空メールを送信し
て登録しましょう。  t-isesaki@sg-m.jp
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

 いせさき情報メールに登録を！

マイナンバーカードを使って住民票などがコンビニエ
ンスストアで取得できます。窓口で取得するより手数
料が100円安くなります。ぜひ利用してください。
問い合わせ　市民課（☎27－2727）

コンビニ交付サービスを利用してください！

2022年（令和4年）4月1日号 16広報いせさき　No.41517

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射
を

下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

登
録
済
み
で
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
犬
の
飼
い
主
に
は「
狂
犬
病
予

防
注
射
の
お
知
ら
せ
」の
は
が
き

を
郵
送
し
ま
し
た
。
当
日
忘
れ
ず

に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
犬
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

登
録
し
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
は

こ
の
機
会
に
登
録
を
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

※
注
射
の
際
に
犬
を
し
っ
か
り
押

さ
え
ら
れ
る
人
が
来
場
し
て
く
だ

さ
い

※
動
物
病
院
で
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
料
金
な
ど
は
動
物
病
院

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

対
象
　
生
後
91
日
以
降
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
集
合
注
射
の

会
場
で
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
。
動

物
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

料
金
　
１
頭
に
つ
き
３
５
０
０
円

※
未
登
録
の
犬
は
登
録
料
３
０
０

０
円
が
別
途
か
か
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課（
☎

（27）
２
７
３
３
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射（
春
期
）

犬の登録・狂犬病予防注射日程表（春期）
期日 会場 時間

４月13日(水)

宮子町ふれあいセンター 午前10時～10時40分
連取元町区会議所 午前11時10分～11時40分
新栄町会議所 午後０時10分～０時30分
つくし会館 午後１時～１時20分
上矢島コミュニティーセンター 午前10時～10時20分
女塚会館 午前10時50分～11時30分
境東公民館 正午～午後０時30分
境島村公民館 午後１時10分～１時30分

４月14日(木)

除ケ町公民館 午前10時～10時40分
八斗島町会館 午前11時10分～11時30分
長沼町農業集落センター 正午～午後０時20分
豊受公民館 午後０時50分～１時50分
境保泉一丁目集会所 午前10時～10時30分
境剛志公民館 午前11時～11時30分
小此木公民館 正午～午後０時20分
西島前河原住民センター 午後０時50分～１時10分
中島公民館 午後１時40分～２時

４月15日(金)

羽黒町集会所 午前10時～10時20分
隣保館 午前10時50分～11時10分
地域資源総合管理施設(山王町公民館) 午前11時40分～正午
下道寺町公民館 午後０時30分～０時50分
下蓮町会館 午後１時20分～１時40分
東新井会議所 午前10時～10時20分
上渕名会議所 午前10時50分～11時10分
下渕名七区会議所 午前11時40分～正午
境采女公民館 午後０時30分～１時30分

４月17日(日)
茂呂公民館 午前10時～正午
宮郷公民館 午前10時～正午

４月20日(水)

西安堀公民館 午前10時～10時20分
喜多町公民館 午前10時50分～11時10分
宗高町区民会館 午前11時40分～正午
緑町会館(旧住吉会館) 午後０時30分～０時50分
曲輪町三区公民館 午後１時20分～１時40分
西野住民センター 午前10時～10時20分
野町区公民館 午前10時50分～11時10分
赤堀今井町一丁目区民センター 午前11時40分～午後０時10分
下触集落センター 午後０時40分～１時

４月21日(木)

名和公民館 午前10時～11時
今井町住民センター 午前11時30分～正午
韮塚町住民センター 午後12時30分～12時50分
上之宮町区会議所 午後１時20分～１時40分
香林町二丁目会議所 午前10時～10時20分
香林町一丁目公民館 午前10時50分～11時10分
赤堀鹿島区公民館 午前11時40分～正午

期日 会場 時間

４月21日(木)
間野谷町公民館 午後12時30分～12時50分
曲沢町公民館 午後１時20分～１時40分

４月22日(金)

本関町公民館 午前10時～10時30分
鍛冶原公民館(ふるさと会館) 午前11時～11時20分
三郷公民館 午前11時50分～午後１時50分
市場町一丁目区民センター 午前10時～10時20分
西久保町二丁目公民館 午前10時50分～11時20分
市場町二丁目区民センター 午前11時50分～午後０時10分
堀下会議所 午後０時40分～１時
五目牛転作促進研修施設 午後１時30分～１時50分

５月11日(水)

豊城町区民会館 午前10時～10時20分
上諏訪町会館 午前10時50分～11時20分
下諏訪区公民館 午前11時50分～午後０時10分
絣の郷 午後０時40分～１時
太田本郷公民館 午後１時30分～１時50分
東国定会議所 午前10時～10時30分
向原会議所 午前11時～11時20分
小泉区会議所 午前11時50分～午後０時10分
平井区会議所 午後０時40分～１時

５月12日(木)

西国定上区会議所 午前10時～10時20分
田部井上区会議所 午前10時50分～11時20分
田部井下区民センター 午前11時50分～午後０時10分
西小保方町会議所 午後０時40分～１時
上田町会議所 午後１時30分～１時50分

５月13日(金)

新町コミュニティセンター 午前10時～10時30分
下代会議所 午前11時～11時20分
下谷区住民センター 午前11時50分～午後０時10分
伊勢崎市三室町集会所 午後０時40分～１時
八寸コミュニティーセンター 午後１時30分～１時50分

５月15日(日)
境支所 午前10時～正午
あずま支所 午前10時～正午

５月22日(日)
殖蓮公民館 午前10時～正午
赤堀支所 午前10時～正午

５月29日(日) 市役所本庁 午前９時～正午

　本年度から下記の会場での予防注射は行いません。
近くの会場を利用してください。
●連取本町区会議所　　　●東町会議所
●西久保町三丁目公民館　●下区区民センター
●赤堀今井町二丁目区区民センター　●百々東会議所

※体調不良の人は来場を控え、最小限の人数でマスクを着
用して来場してください
※犬のふんは飼い主が責任をもって持ち帰ってください
※駐車場が混雑します。徒歩での来場に協力してください

https://service.sugumail.com/isesaki/
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/siminbu/shiminka/kiroku/5461.html


対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人

※
高
校
生
・
大
学
生
は
除
き
ま
す

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
３
Ｂ
体
操
、

体
力
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
４
月
17
日（
日
）か
ら

26
日（
火
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（62）
７
２
７
１
）

期
日
　
５
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）・

15
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

内
容
　
基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
４
月
11
日（
月
）か
ら

28
日（
木
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務

所
へ

弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

【
市
弓
道
場
会
場
】

期
日
　
５
月
９
日
か
ら
６
月
２
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

ス
ポ
ー
ツ

な
ぎ
な
た
体
験
教
室

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（74）
１
１
１
３
）

期
日
　
５
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
土
曜
日（
全
４
回
）

時
間
　
午
後
３
時
～
５
時

会
場
　
境
武
道
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
４
月
13
日（
水
）か
ら

25
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

健
康
ア
ッ
プ
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

期
日
　
５
月
６
日
か
ら
６
月
10
日

ま
で
の
火
・
金
曜
日（
全
９
回
）

※
５
月
17
日（
火
）・
６
月
7
日（
火
）

を
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　
市
民
体
育
館

相
談

総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

社
会
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
４
９
）

　
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
な
ど

が
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
相
談
で

き
る
よ
う
に
総
合
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

問
題
解
決
に
向
け
た
総
合
的
な
支

援
や
調
整
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
社
会
福
祉
課

内
容
　
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

や
子
育
て
、
高
齢
、
障
害
な
ど
の

問
題
を
い
く
つ
も
抱
え
て
困
っ
て

い
る
人
、
相
談
先
が
分
か
ら
ず
に

困
っ
て
い
る
人
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

巡
回
相
談

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

期
日
　
５
月
11
日（
水
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

内
容
　
身
体
障
害
者
の
補
装
具
判

定
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

申
し
込
み
　
４
月
22
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
障
害
福
祉
課
へ

※
重
度
の
障
害
な
ど
の
理
由
で
会

場
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

程
度
の
歩
行
が
で
き
る
人

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
１
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

申
し
込
み
　
４
月
11
日（
月
）か
ら

５
月
９
日（
月
）ま
で
に
電
話
で
伊

勢
崎
山
岳
会（

０
７
０

−

２
４

９
７

−

５
５
２
８
・
橋
爪
）へ

春
季
陸
上
記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日
　
５
月
７
日（
土
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場
　
市
陸
上
競
技
場

対
象
　
市
内
・
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
　
短
距
離
走
・
中
距
離
走
・

走
り
幅
跳
び
・
走
り
高
跳
び
・
ジ

市
民
登
山
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

【
講
義
】

期
日
　
５
月
12
日（
木
）

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

会
場
　
宮
郷
公
民
館

【
実
技（
ハ
イ
キ
ン
グ
）】

期
日
　
５
月
22
日（
日
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

時
間
　
午
前
８
時

※
赤
城
公
園

お
の
こ
駐
車

場
集
合（
前

橋
市
）

行
き
先
　
赤
城
山

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
で
、
休
憩
を
含
め
て
６
時
間

ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー（
や
り
投
げ
）・

砲
丸
投
げ

※
小
学
４
・
５
・
６
年
生
男
子
・

女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
一

般
男
子
・
女
子（
高
校
生
を
含
み

ま
す
）

参
加
料
　
小
学
生
＝
４
０
０
円
、

中
学
生
＝
５
０
０
円
、
一
般
＝
６

０
０
円
、
リ
レ
ー
＝
１
チ
ー
ム
５

０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※
当
日
会
場
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い申
し
込
み
　
４
月
22
日（
金
）ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
種
目
を
記
入
の
上
、
メ
ー

ル
で
市
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
事
務
局

（

uetuki.ofnet@
cotton.oc

n.ne.jp

）へ

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

13
日（
水
）か
ら
27
日（
水
）ま
で
に

直
接
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理

事
務
所（
☎
（23）
７
０
１
５
）

※
１
人
で
２
人
分
ま
で
の
申
込
み

が
で
き
ま
す

【
あ
ず
ま
弓
道
場
会
場
】

期
日
　
５
月
９
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

11
日（
月
）か
ら
28
日（
木
）ま
で
に

直
接
あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務

所（
☎
（62）
７
２
７
１
）

【
境
弓
道
場
会
場
】

期
日
　
５
月
11
日
か
ら
６
月
４
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員
　
25
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月

15
日（
金
）か
ら
28
日（
木
）ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
運
動
施
設

管
理
事
務
所（
☎
（74）
１
１
１
３
）

【動産】
品目　ゲーム機２種、ゴルフセット、ビデオカメ  
　ラ、一眼カメラ、空気清浄機

　福島レッドホープスとの公式戦に市内の小・
中学生と65歳以上の人を無料招待します。そ
れ以外で市内に在住の人は入場料が半額になり
ます。
期日　４月17日（日）
時間　午後１時試合開始
会場　市野球場
入場方法　
●市内の小・中学生＝チ
　ケット売り場で学校名を言ってください
●市内に在住で、市外の学校に通う小・中学生
　および65歳以上の人＝住所・年齢を証明で
　きる物をチケット売り場で提示してください
●上記以外で市内に在住の人＝住所・年齢を証
　明できる物を本部受付で提示してください
問い合わせ　スポーツ振興課（☎27−2747）

　民法改正により、４月１日から成年年齢が20歳か
ら18歳に引き下げられました。本市では、「成人式」
の名称を「はたちの集い」に変更し、引き続き20歳を
対象に開催します。「令和５年 はたちの集い」の詳細
は、今後市ホームページに掲載予定です。
問い合わせ　市民活動課（☎61−6712）

令和５年から
「成人式」の名称が変わります

　市税などを滞納している人から差し押さえた財
産を「KSI官公庁オークション」で公売します。参
加申し込みや入札は「KSI官公庁オークション」の
ホームページ（ https://kankocho.jp/）から受け
付けます。公売は中止する場合があります。事前
に市ホームページを確認してください。
参加申込期間　４月19日(火)午後１時から５月10
　日（火）午後11時まで
入札期間　５月17日（火）午後１時から５月24日（火）
　午後１時まで
　※動産は５月19日（木）午後11時までです

問い合わせ　収納課（☎27−8804）

インターネット公売を実施します

群馬ダイヤモンドペガサス
市民サンクスデー

広報いせさき　No.41519 2022年（令和4年）4月1日号 18

情報掲示板

対象物件
【不動産】

所在地 地目・種類 登記上の面積

境下武士 宅地 274.98㎡
宅地 138.84㎡

波志江町
宅地 234.39㎡

居宅 1 階　71.08㎡
2 階　45.84㎡

日乃出町

宅地 485.00㎡

居宅 1 階 113.63㎡
2 階　37.26㎡

作業所 44.71㎡



援
助
が
で
き
る
20
歳
以
上
の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

報
酬
　
利
用
会
員
の
支
払
っ
た
利

用
料
に
、
１
時
間
当
た
り
２
０
０

円
の
助
成
金
を
加
え
た
額

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
☎
（23）
６
４
７
１
）

災さ
い

害が
い

時じ

外が
い

国こ
く

人じ
ん

支し

援え
ん

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

国こ
く

際さ
い

課か（
☎

（27）
２
７
３
１
）

　
震し

ん

災さ
い

な
ど
の
大だ

い

規き

模ぼ

な
災さ

い

害が
い

が

発は
っ

生せ
い

し
た
と
き
に
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
相そ

う

談だ
ん

に
応お

う

じ
た
り
、
必ひ

つ

要よ
う

な
情じ

ょ
う

報ほ
う

を

提て
い

供き
ょ
う

し
た
り
し
て
支し

援え
ん

す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す
。

対た
い

象し
ょ
う

　
外が

い

国こ
く

語ご

で
日に

ち

常じ
ょ
う

会か
い

話わ

程て
い

度ど

の
通つ

う

訳や
く

と
翻ほ

ん

訳や
く

が
で
き
る
18
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
人ひ

と

※
高こ

う

校こ
う

生せ
い

は
除の

ぞ

き
ま
す

※
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

で
な
い
人ひ

と

は
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す

申も
う

し
込こ

み
　
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

に
必ひ

つ

要よ
う

事じ

項こ
う

を
記き

入に
ゅ
う

の
上う

え

、
直ち

ょ
く

接せ
つ

国こ
く

際さ
い

課か

へ

※
申も

う
し

込こ
み

書し
ょ

は
国こ

く

際さ
い

課か

に
あ
り
ま
す
。

市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
会
員
を
募
集
し
ま
す

こ
ど
も
保
育
課（
☎

（27）
２
７
５
１
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け

た
い
人
と
援
助
を
行
い
た
い
人
が

会
員
に
な
り
、
地
域
の
中
で
会
員

同
士
が
支
え
合
う
制
度
で
す
。
保

育
施
設
へ
の
送
迎
や
放
課
後
の
一

時
預
か
り
な
ど
、
保
育
施
設
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
に
利
用
で

き
ま
す
。
育
児
の
援
助
を
受
け
る

利
用
会
員
と
育
児
の
援
助
を
す
る

援
助
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
利
用
会
員
】

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
、
３
カ
月
以
上
12
歳
以
下
の
子

ど
も
の
保
護
者
で
、
育
児
の
援
助

を
受
け
た
い
人

利
用
料

●
平
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
＝
１
時
間
当
た
り
７
０
０
円

●
平
日
の
右
記
以
外
の
時
間
、
土・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
＝
１
時
間

当
た
り
９
０
０
円

※
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
場
合
、

１
時
間
当
た
り
３
０
０
円（
月
30

時
間
ま
で
）の
助
成
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
援
助
会
員
】

対
象
　
市
内
に
在
住
で
、
育
児
の

接
種
回
数
　
１
回

【
日
本
脳
炎
２
期
】

期
間
　
13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

対
象
　
令
和
４
年
度
の
小
学
４
年

生接
種
回
数
　
１
回

※
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
19
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

１
期
・
２
期
の
接
種
を
完
了
し
て

い
な
い
人
は
、
20
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
不
足
分
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
１
期
の
接
種
を
完
了
し
て

い
な
い
人
は
、
13
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
不
足
分
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す＊

　
　
　
＊

い
ず
れ
も

接
種
方
法
　
市
内
・
玉
村
町
内
の

指
定
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
母

子
健
康
手
帳
、
予
診
票
、
健
康
保

険
証
、
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
を
持
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
３
月
30

日
に
郵
送
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

対
象
者
が
接
種
で
き
る
の
は
本
年

度
限
り
で
す
。
令
和
５
年
３
月
31

日（
金
）ま
で
に
指
定
医
療
機
関
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
が

保
健

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（74）
１
３
６
３
）

子
ど
も
の
予
防
接
種
を
計
画
的

に
受
け
ま
し
ょ
う

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
３
月
30

日
に
発
送
し
ま
し
た
。
予
防
接
種

は
決
し
て
不
要
不
急
の
外
出
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
症
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
計
画
的
に
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

２
期
】

期
間
　
令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

ま
で

対
象
　
令
和
５
年
度
に
小
学
校
に

入
学
予
定
の
子
ど
も

接
種
回
数
　
１
回

【
Ｄ
Ｔ（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混

合
）２
期
】

期
間
　
13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

対
象
　
令
和
４
年
度
の
小
学
６
年

生

届
い
た
人
で
も
過
去
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
、
国

の
基
準
に
よ
り
接
種
対
象
外
と
な

り
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
に
在
住
で
、
本
年
度

に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・

85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る
人

接
種
回
数
　
１
回

接
種
費
用
　
２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　
胃
、
大
腸
、
子
宮
頸け

い

部
、
乳
・

甲
状
腺
の
４
種
類
の
が
ん
検
診
を

土
曜
日
の
午
前
中
に
受
け
ら
れ
ま

す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た

め
に
も
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期
日
　
10
月
１
日
・
15
日
・
11
月

５
日
・
19
日
・
12
月
３
日
・
17
日

の
土
曜
日

会
場
　
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー（
下
植
木

町
）

対
象
　
市
内
に
在
住
の
令
和
５
年

３
月
31
日
時
点
で
40
歳
以
上
64
歳

以
下
の
女
性
で
、
４
種
類
全
て
の

検
診
を
受
け
ら
れ
る
人

※
令
和
３
年
度
に
乳
・
甲
状
腺
が

ん
検
診
を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す

定
員
　
２
４
０
人（
先
着
順
）

受
診
料
　
３
５
０
０
円

申
し
込
み
　
４
月
15
日（
金
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

▲販売品目。（上左）二幸・栗食の肉餃
ギ ョ ー ザ

子、（上中・上右・下左）栗
食の肉巻きおにぎり串・国産豚もつ煮・国産鶏ねぎま串、（下中）
K
カ ン サ イ

ANSAI のお好み焼き、（下右）ラ・華月のさかいまチーズ＆チョコ

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

●４月16日（土）　丸雄技研　　　☎23−4645
●４月17日（日）　穂詮　　　　　☎32−0875
●４月23日（土）　亀田建設　　　☎62−1852

●４月24日（日）　後藤設備　　　☎50−7581
●４月29日（祝）　三和水工　　　☎32−0575
●４月30日（土）　三和設備工業　☎62−0102

手話をやってみよう！
今回の手話 「ありがとう」
　相撲で勝った力士が懸賞金を受け取
るときにする手刀が由来といわれてい
ます。「ありがとう」を覚えて感謝の気
持ちを手話で伝えてみましょう。

　本
ほん

市
し

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

や多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を推
すい

進
しん

するため、

語
ご

学
がく

・文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

・イベント運
うん

営
えい

などの分
ぶん

野
や

で協
きょう

力
りょく

してくれるボランティアを募
ぼ

集
しゅう

します。

対
たい

象
しょう

　本
ほん

市
し

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

および多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

に

　関
かん

心
しん

を持
も

つ団
だん

体
たい

または18歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

申
もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ　申
もうし

込
こみ

書
しょ

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

を記
き

入
にゅう

　の上
うえ

、直
ちょく

接
せつ

国
こく

際
さい

課
か

（☎27−2731）

　※申
もうし

込
こみ

書
しょ

は国
こく

際
さい

課
か

にあります。

　市
し

または市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

ホーム

　ページからダウンロードもでき

　ます

問い合わせ　障害者センター（☎75－5530）

①左手の甲に、
右手を小指を
下にして直角
に乗せる

②乗せた右手
を、垂直に顔
の前まで持ち
上げる

国
こく

際
さい

ボランティアを募
ぼ

集
しゅう

します

　３月１日、伊勢崎駅構内に市観光物産協会が冷凍自動販売機を設置しまし
た。販売するのは市内の企業が製造する冷凍食品６種類。今後も順次販売商
品を追加し、市の物産品をアピールします。
問い合わせ　文化観光課（☎27−2759）

▲手話の動画
はこちら

▲市
し

ホームペ
ージ

案
内
図

東武線改札口

JR線改札口 冷凍自動
販売機
冷凍自動
販売機

冷凍品

冷凍品 国産

冷凍品

冷凍品

冷凍品 国産

冷凍品

▲市観光物産協会の辻会長、臂市長、
JR、東武鉄道などの関係者が設置さ
れた冷凍自動販売機を視察しました

▲冷凍自動販売機は
県内に製造拠点を持
つ企業が開発　

肉餃子
18個 414g700円

国産鶏ねぎま串（塩）
175g600円

肉巻きおにぎり串
360g900円

お好み焼き KANSAI
250g700円

国産豚もつ煮
500g600円

さかいまチーズ &
さかいまチョコ

1,000円

（税込み価格） （税込み価格） （税込み価格）

（税込み価格） （税込み価格） （税込）

解凍後すぐに
お召し上がりOK

（各種 3個入） 6個セット

広報いせさき　No.41521 2022年（令和4年）4月1日号 20
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本市の物産品が買える
冷凍自動販売機が伊勢崎駅に登場

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/hukusiko/fukushi/syougaisyasenta/12819.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/siminbu/kokusai/kokusai/8101.html


♥
㈱
中
島
自
動
車
電
装
か
ら「
ア

イ
オ
ー
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
」発
行

に
伴
い
宮
郷
小
学
校
へ
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
１
面

♥
浅
見
栄
さ
ん（
下
蓮
町
）か
ら
豊

受
小
学
校
へ
石
器
11
点

♥
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
イ
ン
テ
リ
ア
・
シ

ル
ク
㈱
か
ら
田
島
弥
平
旧
宅
案
内

所
へ
シ
ル
ク
壁
紙
26
平
方
メ
ー
ト

ル♥
杉
原
俊
夫
さ
ん（
曲
輪
町
）か
ら

教
育
振
興
費
へ
１
０
０
万
円 

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
善
意
】

♥
筧か

け
ひ

實
さ
ん（
除
ケ
町
）か
ら
市
民

病
院
へ
50
万
円

♥
ダ
イ
ナ
ム
群
馬
伊
勢
崎
宮
子
店

か
ら
宮
郷
第
二
小
学
校
へ
光
触
媒

ス
プ
レ
ー
40
本

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎

（75）
５
５
３
０
）

【
入
門
課
程
】

期
日
　
５
月
25
日
か
ら
11
月
２
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
23
回
）

※
８
月
10
日（
水
）は
除
き
ま
す

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

【
基
礎
課
程
】

期
日
　
５
月
18
日
か
ら
12
月
21
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
30
回
）

※
８
月
10
日（
水
）・
11
月
23
日（
祝
）

は
除
き
ま
す

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
で
、
入
門
課
程

を
修
了
し
た
人
ま
た
は
入
門
課
程

修
了
程
度
の
手
話
技
術
が
あ
る
人

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

会
場
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み
　
４
月
８
日（
金
）か
ら

22
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

元
気
に
な
る
写
経

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日
　
４
月
30
日（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

講
座

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
講
座

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎

（75）
５
５
３
０
）

　
視
覚
障
害
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
方
法
を
学
び
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

期
日
　
４
月
５
日
・
19
日
・
５
月

10
日
・
17
日
・
６
月
７
日
・
21
日・

７
月
５
日
・
26
日
・
８
月
２
日
・

23
日
・
９
月
６
日
・
27
日
・
10
月

４
日
・
18
日
・
11
月
８
日
・
22
日・

12
月
６
日
・
20
日
・
令
和
５
年
１

月
10
日
・
17
日
・
２
月
７
日
・
21

日
・
３
月
７
日
・
21
日
の
火
曜
日

（
全
24
回
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
に
在
住
の
視
覚
障
害

者※
家
族
も
一
緒
に
受
講
で
き
ま
す

定
員
　
５
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
４
月
８
日（
金
）午
前

9
時
か
ら
電
話
で
ぐ
ん
ま
パ
ソ
コ

ン
倶
楽
部（
☎

（26）
４
９
９
９
・
細

渕
）へ

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み
　
４
月
20
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

皆
さ
ん
の
善
意

秘
書
課（
☎

（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
伊
勢
崎
友
の
会
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
１
万
円

♥
橋
本
秋
子
さ
ん（
下
触
町
）か
ら

赤
堀
中
学
校
へ
図
書
２
冊

　成人に対する心肺蘇生法、AEDの使用方法
などを学ぶ講習会を開催します。
期日　５月17日（火）・24日（火）・31日（火）
時間　午前９時30分～11時30分
会場　市消防本部
対象　市内・玉村町内に
　在住または在勤・在学
　の中学生以上の人
定員　各10人（抽選）
参加料　無料
申し込み　４月４日（月）から17日（日）までの午
　前９時から午後５時までに、直接または電話
　で各消防署へ
　※各消防署の電話番号などの
　詳細は市ホームページで確認
　してください
問い合わせ　消防本部救急課（☎
　25−3933）

4/13 •  14 •  15 •
      16 •  17

◆山陽オート場外発売
　ＧⅠ令和グランドCC

4/16 •  17 •  18 •  19

★アフター5ナイター（ナイター開催）
※場内には入場できません4/9 •  10 •  11 •  12

◆川口オート場外発売

4/18 •  19 •  20 •  21
◆川口オート場外発売

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24−5780　  https://isesaki-auto.jp/ ★…伊勢崎開催
市のイベント参加・施設利用時は
感染症対策を徹底してください

●マスクの着用
●小まめな手洗い
●発熱など体調不良の人は参加を控える
　※最新の情報は各担当課へ問い合わせてく
　ださい。市ホームページでも確認できます

問い合わせ　広報課（☎27－2711）

※延期していた「鉄馬縁日」と「餃
ギョーザ

子フェス」は４月９日（土）に開催します

普通救命講習会を開催します

▲市ホームペ
ージ

有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。23 2022年（令和4年）4月1日号 22

情報掲示板

広
告
の
ペ
ー
ジ

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/honbu/kyukyu/1740.html
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問い合わせ　国際課（☎27－2731）

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    https://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
第

一
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
「

マ
チ

イ
ロ

」で
広

報
い

せ
さ

き
を

配
信

中
！

　コロナ禍で、非対面・非接
触で食品を購入できる冷凍自
動販売機が注目され、全国各
地に設置が広がっているそう
です。そんな中、伊勢崎駅構
内にも冷凍自動販売機が設置
され、ギョーザやもつ煮、お
好み焼きなどが販売されてい
ます。詳しくは本紙21ペー
ジに掲載していますのでご覧
ください。市内には、他にも
ラーメンやパンなどさまざま
な物を購入できる自動販売機
が設置されています。
　コロナが落ち着いたら、自
動販売機巡りをしてみたいと
思います。　　　　　　（あ）

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶茂呂公民館
●メンバーは？
▶８人

茂呂公民館（☎25−2671）
第112回

サークル名 茂呂書道クラブ
　私たちは、毎月書道協会から出される課題作品作りや昇段試
験に向けて、日々練習に励む書道サークルです。先生指導の下、
楷書や行書などさまざまな書体を練習中。その他、公民館や町
内の展示会に作品を出展したり、書道教室で子どもに書道を教
えたりもしています。会員の中には、スポーツ、登山、古文書
の学習などの書道以外の趣味を持つ人もいて、趣味の話など日
常会話を楽しみながら、和気あいあいと活動しています。 

群馬県台湾総会の事務局長に就任
　夫の仕事の関係で32年前から伊勢崎に
住んでいます。生活する中で台湾の文化や
料理などについて、知られていないことに
気付きました。そこで、台湾の魅力をより
多くの人に伝えたいと思い、知人の紹介で
群馬県台湾総会に加入しました。加入後、
2012年から事務局長を務めて、県内に住

台湾の魅力を
群馬の人へ伝えたい
頌
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む台湾人同士や日本人との交流促進を目的
に活動を続けています。

台湾の魅力を伝えるイベントを開催
　多くの人に台湾の魅力を発信できるイベ
ントを開催しようと企画していたときに、
群馬県から声を掛けてもらい、群馬県庁で
台湾フェアを開催しました。台湾フェアで
は、ルーローハンなどの台湾料理を販売し
たり、台湾の大学生による踊りを披露した
りしました。昨年の台湾フェアでは、台湾
のデジタル担当大臣オードリー・タンさん
と県内の高校生とのオンライン交流の様子
を動画配信して、自宅でも台湾フェアを楽
しめるように開催しました。

台湾の魅力をさらに発信するために
　今後は、写真や動画を使った台湾の観光
名所を紹介する台湾ツアーをリモート式で
行う交流方法を考えています。私たちの活
動によって、群馬県の皆さんに台湾につい
て興味を持ってもらい、いつか台湾に遊び
にきてもらえたらうれしいです。

頌彦 守眞 さん

出身　台湾
プロフィル　オース
トリアの音楽大学卒
業。現在は、伊勢崎
ジュニアオーケスト
ラの理事を務める傍
ら、音楽活動に励ん
でいる。平日は夫の
仕事を手伝い、休み
の日は趣味の登山に
出掛けて、県内の山 
々の絶景を楽しむ。
一番好きな県内の山
は妙義山。
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頌彦守眞さん提供(令和元年撮影)

https://machiiro.town/

